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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、オンライン上で複数の利用者が協力して史料を翻刻可能なシステム
を開発することである。特に、画像共有のための国際標準であるIIIFや、人文学資料向けの構造化ルールを定め
るTEI等の国際規格に適合させることで、幅広い用途・国際的に活用可能なシステムを構築した。本システムを
用いて、画像と多様なテキストデータを関連付け、「源氏物語」の本文研究支援を目指すウェブサイト「デジタ
ル源氏物語」を公開した。更に、くずし字OCRと編集距離を活用し、テキストデータが類似する写本・版本の画
像を自動推薦する機能を提供する「デジタル源氏物語（AI画像検索版）」の公開も行った。

研究成果の概要（英文）：The objective of this research is to construct a system that allows multiple
 users to collaboratively transcribe historical materials online. Significantly, by ensuring 
compliance with international standards such as IIIF, an international standard for image sharing, 
and TEI, which stipulates structured rules for humanities resources, we have developed a versatile 
and internationally applicable system. Utilizing this system, we have associated diverse textual 
data with images about “The Tale of Genji” and launched the “Digital Tale of Genji” website, 
aiming to facilitate scholarly research on the text. Furthermore, we have released the “Digital 
Tale of Genji (AI Image Search)”, which provides features that utilize Kuzushiji OCR and edit 
distance to automatically recommend images of manuscripts and editions with similar textual data.

研究分野： 人文情報学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はIIIFおよびTEIなどの国際規格に準拠した、オンライン上での史料翻刻システムの開発により、人文情
報学分野の発展に寄与した。また多様なテキストデータと画像を統合することで、「デジタル源氏物語」ウェブ
サイトの公開など、学術研究基盤の強化に貢献した。さらにくずし字OCRの利用、およびテキストデータが類似
する写本・版本の画像を自動的に推奨する機能の組み合わせにより、歴史資料の新しい活用方法を提案した。デ
ジタルアーカイブ学会と情報処理学会から評価されたこれらの取り組みは、歴史資料へのアクセスを容易とし、
国際的な学術研究を促進する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
今日多くの機関から古典籍の写本・版本のデジタル画像が公開されている．また IIIF
（International Image Interoperability Framework, 画像共有のための国際規格）に対応した
画像公開も積極的に進められている．例えば源氏物語については，国立国会図書館，国文学研究
資料館，京都大学，九州大学，東京大学，米国議会図書館などで IIIF 画像が公開されている． 
しかし，これらの諸本からある一つの場面を確認したいとき，テキスト検索ができないことが一
般的であり，多数の画像から目当ての場面を探し出すにはコストがかかる．源氏物語の場合，例
えば国文学研究資料館では全巻（桐壺巻から夢浮橋巻まで）を一つのアイテム（IIIF マニフェス
ト）にまとめて公開しており，約 2,000 枚の画像から構成される．一方，巻毎にアイテム（IIIF
マニフェスト）を公開している機関もあるが，この場合，平均約 40 枚の画像から各巻が構成さ
れる．これらの画像から，例えば「夕顔」という文字列が含まれる「校異源氏物語」の 743 頁の
場面は，「九州大学 所蔵 源氏物語 古活字版」では 22 巻の（80 枚中の）52 枚目，「東京大学文
学部国文学研究室所蔵本（国文学研究資料館提供）」では（2328 枚中の）866 枚目が該当する．
諸本の比較を支援する環境が求められる． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，オンライン上で複数の利用者が共同して史料を翻刻可能なシステムを開発す
ることである．特に IIIF や，人文学資料向けの構造化ルールを定める TEI（Text Encoding 
Initiative）等の国際規格に適合させることで，幅広い用途・国際的に活用可能なシステム構築
を目指す．これにより，諸本の比較を支援するシステム開発などにつなげる．特に，『源氏物語』
に関する様々な関連データを収集・作成し，それらを結びつけることで，『源氏物語』研究に加
え，古典籍を利用した教育・研究活動の一助となる環境の提案を目的としたシステムである「デ
ジタル源氏物語[1]」への適用を通じて，構築したシステムの有用性を検証する． 
デジタル源氏物語が提供する機能の例を図 1 に示す．画面右上部には校異源氏物語のテキスト
データを表示し，画面右下部には青空文庫で公開されている与謝野晶子による現代語訳[2]を表
示している．これらのテキスト間で対応づけがなされている場合には，各々のテキストをクリッ
クすることで，もう一方のテキストの対応箇所がハイライト表示される．また，画面右上部のテ
キストについて，頁毎に IIIF アイコンが表示される．このアイコンをクリックすることで，国
立国会図書館，東京大学，九州大学等で公開されている画像が画面左部のビューア上で表示され
る．この時，利用者が選択した校異源氏物語の頁数に該当する画像箇所がフォーカスされる． 
 
 

図 1 デジタル源氏物語の提供機能例 
 
３．研究の方法 
2 で述べた「デジタル源氏物語」が提供する機能の実現にあたっては，以下のデータが必要とな
る．以下，それぞれのデータ作成方法，それを支援するシステムについて述べる． 
 校異源氏物語のテキストデータ作成 
 公開画像への校異源氏物語の頁数付与 
 校異源氏物語と現代語訳の対応付け 
 
3.1 校異源氏物語のテキストデータ作成 
国立国会図書館デジタルコレクションで公開されている校異源氏物語画像を参照しつつ，テキ
スト化を行う．作業の効率化のため，事前に Google Cloud Vision API を用いた OCR 処理など
を施し，その結果を修正する作業とした．この作業には，Omeka S のプラグインとして構築され
ている Scripto を使用した．Scripto は MediaWiki を併用し，Omeka に登録済みの画像に対し
て，翻刻機能を提供するものである．図 2 にその画面例を示す． 



 
 

図 2 Scripto を用いた翻刻画面の例 

 
画面左部に画像が表示され，画面右部にテキストエディタが表示される．この画面を使用するこ
とで，画像を閲覧しながら，テキストデータの作成を行う．そのほか，複数プロジェクトの作成
や，プロジェクト毎のガイドライン（編集方針など）の作成，Reviewer（査読者）の設定などが
可能である．編集したテキストデータは MediaWiki に格納されるため，MediaWiki API を使用
して，データの取得，TEI/XML 形式への変換などを行う．  
 
3.2 公開画像への校異源氏物語の頁数付与 
公開画像への校異源氏物語の頁数付与については，まず CODH（Center for Open Data in the 
Humanities）が開発している「KuroNet くずし字認識サービス[3]」を利用し，対象資料（例：
東大本源氏物語）の全コマに OCR 処理を実施した．これを利用することで，図 3 に示すように，
行単位のテキストデータを生成することができる．なお，本作業に含まれる画像の切り取り，切
り取り画像の登録，くずし字 OCR の実行，自動テキスト化処理の実行については，Selenium を
用いて自動的に行った． 
 
 

図 3 校異源氏物語の頁数の自動付与 

 
次に，くずし OCR によって作成したテキストデータと，作成した校異源氏物語テキストの各頁の
先頭行について，編集距離を算出した．そして，類似度が最も高い行に対して，校異源氏物語の
頁数を仮に付与し，この結果を人手で確認する体制をとった．これにより，くずし字を含む画像
のみを使って校異源氏物語の頁数を付与していく作業に比べて，専門家の作業の効率化と，くず
し字を読むことができない作業者の参画も可能となった．なお，頁数の自動付与の結果は，巻に
よって精度にばらつきが見られたが，専門家が事前に人手で付与した結果と比較して，概ね 90%



程度の精度（F 値）で正しく推定することができた． 
 
3.3 校異源氏物語と現代語訳の対応づけ 
校異源氏物語と現代語訳の対応づけについては，まず青空文庫で公開されている与謝野晶子現
代語訳の HTML ファイルから，TEI/XML ファイルを作成した． 次に，作成した校異源氏物語テキ
ストデータに対して，現代語訳の文 ID を<anchor/>タグを使用して挿入した．この作業にあたっ
ては，図 4 に示す，本作業を支援するウェブアプリケーションを作成した．本アプリケーショ
ンでは，画面左部に Google ドキュメントを表示し，画面右部には TEI/XML ファイルを表示す
る．校異源氏物語のテキストデータを画面左部に，現代語訳の TEI/XML ファイルを画面右部で表
示することで，Google ドキュメントを使用して，複数人が共同で現代語訳の文 ID を挿入する環
境を構築した．なお，画面右部の現代語訳の文 ID をワンクリックでコピー可能な機能などを提
供し，ID の挿入作業を効率化する工夫を施している．この作業結果について，Google Docs API 
を使用して，ID が付与されたテキストデータを取得し，TEI/XML 形式に変換して保存した． 
 
 

図 4 <anchor/>タグを用いたテキストの関連づけ 

 
４．研究成果 
3 で作成したデータを用いて構築したシステム「デジタル源氏物語」について述べる．デジタル
源氏物語のシステム概要図を図 5 に示す．校異源氏物語のテキストデータを公開する「校異源
氏物語テキスト DB」と，各種データを関連づけて公開する「デジタル源氏物語」の 2 種類のア
プリケーションから構成される．以下，これらについて述べる． 
 
 

図 5 デジタル源氏物語のシステム概要図 

 
4.1 校異源氏物語テキスト DB[4] 
本ウェブアプリケーションは，校異源氏物語テキストの TEI/XML ファイルと，行情報の RDF デ
ータを提供し，以下の 3 つの機能を提供する． 
1 点目は，図 6 に示すように，TEI テキストと IIIF 画像を並列に表示する機能である．2 点目
は，TEI/XML ファイルをそのまま提供する機能であり，本サイトをホスティングしている GitHub 
リポジトリに遷移する．3 点目は，行情報の RDF データを提供する機能である．本データは CC0 
のライセンスで提供しているため，様々用途に利用することができる． 
 



 

図 6 TEI テキストと IIIF 画像の並列表示 

 
4.2 デジタル源氏物語 
本ウェブアプリケーションは，3で作成した 3 種類のデータを関連づけて提供する．その代表的
な機能が，図 1 に示した機能である．その他，校異源氏物語の頁数毎に画像を比較する機能や，
IIIF 対応の源氏物語のリストを提供する． 
 
4.3 まとめ 
本研究では，オンライン上で複数の利用者が史料を翻刻可能なシステムを開発した．特に，画像
共有のための国際標準である IIIF や，人文学資料向けの構造化ルールを定める TEI 等の国際規
格に適合させることで，幅広い用途・国際的に活用可能なシステムを構築した．本システムを用
いて，画像と多様なテキストデータを関連付け，「源氏物語」の本文研究支援を目指すウェブサ
イト「デジタル源氏物語」を公開した． 
オンラインでの協力的な史料翻刻システムの開発により，人文情報学分野の発展に寄与する．ま
た多様なテキストデータと画像を統合することで，「デジタル源氏物語」ウェブサイトの公開な
ど，学術研究基盤の強化に貢献した．さらにくずし字 OCR の利用，およびテキストデータが類似
する写本・版本の画像を自動的に推奨する機能の組み合わせにより，歴史資料の新しい活用方法
を提案した．これらの取り組みは，歴史資料へのアクセスを容易とし，国際的な学術研究に寄与
することが期待される． 
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